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1）は じめ に

　 ポー
タルサ イ ト（Portal　 site ）とは 、イ ン タ

ー
ネ

ッ トに接 続す る た め ブ ラウザを起 動 す る と最初に

表示 され る サイ トの こ とで あ り
D
イ ン タ

ー
ネ ッ トを

利用する 誰もがそ の 対 象とな っ て い る 。最近で は 日

韓共通 の ポー
タルサイ トが 日々 増加 してお り、そ の

成功の鍵 として は、何より、利用者 ニ
ーズに合わ せ

た サ
ー

ビ ス の 提供が挙げられ る。そ の ため、例えば

グ ロ
ーバ ル サ イ トの 場合、同 じサイ トで あ っ て も言

語 を翻訳す る だ け で は な く、そ の 国 に合わ せたサ イ

ト作 りが な され な けれ ばな らな い 。

　 そ の よ うな現状 に答え る た め 、既報 2）
の 結果 よ り

こ こ で は 現在 日韓両国 に お い て 主 な ターゲ ッ ト層
とされて い る 20 代 を対象と して ポー

タルサ イ トデ

ザイ ンに関する嗜 好傾向を調査 し、またそ の 結果 を

日韓 の 既 存 の ポ
ー

タ ル サイ トと比 較す る こ と によ

っ て、利用者の 理想と既存サイ トと い う現実の ズ レ

や親近性が もた らす影 響 力 に つ い て 調 べ る こ と に

した e

2〕調 査方法

2−1｝調査 1 （表 1上段を参照 ）
・対象 ； 日韓の 大学 生　計 127名
・大学所在地 ： 日本は東京近郊、韓国 はソウル
・調査 と分析 ； ポー

タルサイ トデザイ ンの 嗜好に関
す る 質問紙調査 （3 段階も しくは 4 段階評価、性

　別 と国籍 を要因 と し て 分散分 析〉

2−2）調 査 ll （表 1下段 を参照）
・刺激 ： 同日同時間帯 の 日韓ポータ ル サ イ トの トッ

　プ ペ ー
ジ計 18社（調査 1で 使用頻度が高い とされ

　たサイ トに実際の 利用率ラ ン キン グを加 え て 両国

　各 9社 の 標本を検出）
・調査方法 ： Adobe　photoshop7．　O と色彩分析ソ フ

　トで 配色 （背景色 ・文字 色な ど）と白の 面積比、文

　字の 大きさな どを測定 し、イ メ
ー

ジ量や広 告数を

　数 えた．トッ プ ペ ー
ジは初期画面 〔1024× 768ピク

セル〉の み を調査対象と し、ス ク ロ
ー

ル を要する画

　面は対象外と した。

表 1 ．調査 1、llの プ ロ フ ァ イ ル

螻

「广
　 　

5

　　　 麟 毳　 ・・＿
鯲

　 被験 者 ｛人数 ｝ 男 ： 32、女 ：3！ 男 ：30、女 ：34
・1　 インターネッ ト

　
曁

の平均使用暦
平均　5．4年 平 均　5．9年

“
　 平均使 用 時間 毎 日 且〜2時間 毎 旨 2時間以上
‘∈
　 現 在利 用 中の ボ

　 　
ー
タルサイトの満

　　 足度 1百 分攣1
平均　92％ 平均　82％

OS、ブラ ウザ 卩『indow　XP、　　……XPlorer6 ．0，

　 モ ニ タζ囁心
・種漿 ：NEC　 FI5T61 （32ピ ッ ト）
・画 像 度 ：1924× 768ピクセ ル

3〕調査 1の結果 ；ユ
ーザ嗜好に つ い て

　最初に ポー
タルサイ トで 重 要な 「情報の 質 」 「情 報

の 量」 「デザイ ン 」の 3要素に 対して 調査した結果 、
日本では 「1位 ：情報の 量、2位 ： 情報の 質、3位 ：

デザ イ ン 」、韓国 で は 「1位 1 情報 の 質、2位 ：情報
の 量、3 位 ；デザイン 」 の 順 位で重視 して い る こ と

が分か っ た。次 に、表 2よ り 日韓利用 者に お け る サ

イ ト構成要素の 嗜好に 関する 調査で は、「余白の 量」

　「文字 と背景色の 配色」 の 2 項 目に対 して 日韓で 異

なる 結果が得 られ た。

　まず、「余白 の 量 」 に つ い て 日本の 男女と韓国 の 女

性はよ り多 い 方を選択、韓国男性だけは よ り少な い

方 を選 好した。こ の結果 を性別 と国籍を要 因 として

分散分析 したとこ ろ、交互 作用 は有意傾向を示 し

（F 〔1，123）＝ 3．397，p〈．10）、国籍の 主 効果 も有意 で

あ る （F（1，123）；5．653，p＜．05）と認め られ た。また．
「文字 と背景色の配色」 の 項目で は、日本 の利用 者

は強 い 対 比 を好 ん だ の に 対 し 韓 国 の 利 用者 は中 ぐ

らい の 対 比 を選好し た 。こ の 項 目も国籍を要因 と し

て 分散分析 した結果、主効果 が有 意で あ る こ と が認
め られ た （F（1，123）＝ 13．452，pく．Ol）。
　そ の 他、「文字 の 大きさ ： よ り大き い サ イズ」 「写

真とイ メ
ー

ジ量 ；よ り多い 方」「背景色 ：薄 い 方」 「レ

イ アウ ト ： 左 と上 の方がナ ビゲー
シ ョ ン と して 構成

され て い る レ イ ア ウ ト」 が 日韓 で 共 通 して 好まれ て

い る こ とが分か っ た。性別 と国籍を要因 と して分 散

分析を行 っ た と こ ろ、「写真 とイメ
ー

ジ の 量 」 の み

交 互 作用 が 有意傾 向 〔F （Ll23）＝3．4291pく 10）を示
し た。 こ れ は、日本は 女性の 方がよ り多い 量を選ん

で い る の に対 し韓国 で は男性の 方が よ り多 い 量を

選ん で い る こ とを意味する 。

［二＝ ＝：＝＝＝＝＝＝＝二＝＝ 1go ［一 ＝＝＝］
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4｝調 査 Ilの 結果 ；既存ポータ ル サ イ トの 検討

　まず、「文字と背景色 の 配色」 の 項 目か ら見 る と

韓国の 方が多様 な傾 向を示 し て い る こ とが 分か る

（表 2）。図 1 は 日本の 主な 文字色で ある青と韓国 の

主 な文字色である灰 色 の 構成比 を 示 し て い る。日本
で最 も使われ て い る 青は ＃ 00GOFFで あ り、青を使 っ

て い る 8社 の 内 6社が こ の 色 を使用 して い る。韓国

サ イ トで は 、 8社が主な 文字色 として 灰 を取 り入れ

て お り、特 に ＃666666は 6 社で 使 っ て い る。青の 場
合で は 、日本 よ り濃 い 青で ある こ とが分か る 。 文字
色と 国籍を属性 として カ イ 2乗検定を行 っ た結果，

＃oeOOFF［日／青1

＃0033CC旧 ／青1

＃333399（H ／青】

紹333CC旧 ／青1

＃003399（韓 ／青）

＃333333（it／灰 ）

＃666633｛韓／灰）

鮠66666隅 〆灰 ）

　　　　　 0　　　　50　　　100　　150　　200　　250　　300　　350

　　　 図 1．日本と韓国の 文字色分析表 〔国 ／色［

※RGBの 最大値 （L）55，　Z55，255） は 白 （＃ FFFFFF）、最小 値 〔0、 ．　O〕
　は黒 （＃OOOOO  に な る た め、図 1 の 値 が 低 い ほ ど濃 い 色 にな る。

有意で あ る と認め ら れ た 〔xz 〔4｝＝10．128，　 p〈．es）。
次に 「写真とイメー

ジの 量」 項 目で は、韓国が 日本

よ りかな り量が 多い こ とが 分か っ た。トッ プペ
ー

ジ

の 写真及 びイ メ
ー

ジ は ア ニ メーシ ョ ン 効果 （Flash
i皿age や GIFani皿ation な ど）で頻繁に変わ る 。韓 国

側は 画 面 の 全般 的な 印象及 び色彩イ メ
ー

ジをバ ラ

ン ス 良 く保 つ た め 、文字に 灰色 を多 く使用 して い る

と推測され る 。 そ の 他 の 項 目で は 日本 と韓国 の サ イ

トで ほぼ同 じ傾向 で あ っ た。

　 表 2．調 査 1、IIの 総合結果

5）総合考察

　ポー
タ ル サ イ トは ハ イ パ ー

テ キス トで 構成 され

て お り、特に トッ プペ ー
ジは文字や イメ

ー
ジが見 出

しの リン クにな っ て い る 場合が多 い 。　 般 的に文宇
は 青色 が リ ン ク 表示 と し て 既定値 に な っ て い るた

め、Web デザイ ン の 際 、勝手 に 変更 し な い こ と にな
っ て い る 。日本 の サ イ トは そ れ を 忠実 に 再現 し て い

る の に対 し、韓 国の サ イ トで は リ ン クに も灰色の 使
用頻度が 高か っ た。

　図 1 よ り文字色だけを比較 して 見る と RGB合 計 の

平均値が 韓国 （265．2）よ り 日本 〔260．0）がや や 低 い

ため、日本の 方が韓国よ り強対比にな っ て い る と考
え られ る。そ れは 「日本 の 利 用者は強対比．韓国 の

利 用 者は中対比」 を望ん で い る 調査 1の 結果 と類似

して お り、こ の こ とは 、親近性の 高い ポー
タルサイ

トデザイ ンが利 用 者 の 嗜好 に 影響 を与 え る こ とを

示 唆す るも の で ある 。

　結 果的に 、「レ イア ウ ト｛調査 E の 結果 ：上 と左 に

ナ ビゲーシ ョ ン の レイ アウ トは 日本 3社で 2位 、韓

国 1社で 3位）1以外 の 部分で は 現 実 （既存 の サ イ F）
と理想 嗜 好調 査〉の 問で ズ レ は 見 当 らず、満足度
〔表 1 ）も高 い こ とか ら、日本の サ イ トは 日本の 利用

者に、韓国 の サ イ トは韓国 の 利 用 者 の ニ ーズ に 合 っ

て い る と考察出来る 。そ の 他、調 査 1 の 「余 白 の 量 」

に つ い て 日本人 はよ り多い 方を選好 して い る こ と

か ら、9社中 8社が 本文以外の 余白に 広告が載 っ て

い る韓国 の ザ イ ト（韓国 ：平均 L33 個 、日本 0個 ｝
は 日本進出の 際、余白に 記載す る広告イメージ の 数
を検討する必要がある。
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　　　　対象

項目

利用 者の 嗜好調査 結果 既 存 の ポータ ル サ イ トの調査結 果　 ‘
日本　　　 韓国

　　　　　　　　　　　　暫 ・
日本 （9社）

　 P　　　　曽　　‘　　　　　　　　　　舮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亨　　　　　　　　　　　　r　　・・■
韓国 （9社）

文字 の 大きさ （凵 韓共に ｝ よ り大 き い
11ポイ ン ト ：8社、
13ポイン ト ： 1社

11 ポイ ン ト ： 9社

写真とイメ
ー

ジ

の 量
〔目韓 共 に1 よ り多い

　 平 均　4．67個

（最高 g、最低 2個、標準編差 2．45）
　 平 均　10．33個
（最高 13、最低 7個、標準編 差 2．24＞

余 白の蘯 よ り多い
男 ：よ り少な い

女 ：よ り多い

サ イ ト中の 白の 面 積 比 ： 55、03％
撮 高71．利 ％最 低 器．07％ 標準偏差 15．呂D

サ イ ト中の 白 の 面積 比 ： 55．69％

〔鹸 高　64．34％殿低　33．呂8％漂 準偏差　9．391

文孚 と背豪色の

配色
艱注 2 強 い 対比 中位 の対 比 青 × 白 ： 8社，黒 × 白 ：1社

灰 x 白 ： 5社、灰
・
青 X 白 ：2社

青 x 臼 ： 1社、黒 ・灰 × 白 ； 1社

背 景 色 （凵韓 共 に ｝よ り薄 い 色 白 二18社畑

レイ ア ウ ト避 4
旧 韓共 に ｝ 1二と左 1位 ：上 と右　（凵 ：4 社，韓 ：4社 、計 8社｝

※注 靴 日韓差があ る部分の み ゴシ ッ ク 表 記

※ 注 2 ：文 字色 x 背景色

※注 3 ：背 景色は本文 の メ イ ンカ ラ ーに 限定 し、デ ィ レ ク トリや ナ ビゲーシ ョ ン部 分は除 く
※注 4 ：ナ ビゲ

ー
シ ョ ン の 位置の み を表示．ス クロ ール を要 す る下段部 分は調査対 象外

　　　　　一　　 　　 　　 　 コ 91 ［二二 ．
．
■
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